
大項目２つ目、部活動の地域移行

に伴う課題と支援についてお伺いい

たします。 

１つ目、地域移行に関する課題に

ついて。 

現在、国や県の方針に基づき、部

活動の地域移行が進められています

が、現場では幾つかの課題が指摘さ

れています。特に指導者の確保や指

導者の資質向上、費用負担、活動環

境の整備、参加者の周知不足などが

懸念されています。 

そこでお伺いいたします。部活動

の地域移行に伴い、新居浜市として

どのような課題を認識しています

か。特に指導者不足が懸念されてい

ますが、指導者の確保に向けた具体

的な施策や対応について、どのよう

にお考えですか。指導者の確保とい

う課題から、部活動における外部コ

ーチの人数及び現状を教えてくださ

い。 

また、スポーツ指導者の確保と育

成は、地域移行を円滑に進めるため

の重要な要素です。例えば、サッカ

ー競技では、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ級

ライセンスやキッズリーダー、フッ

トサルのライセンスがあり、私はサ

ッカーのＣ級指導者ライセンス、キ

ッズリーダー、３級審判を取得して

います。資格取得には一定の時間と

費用がかかります。Ｃ級ライセンス

の取得には、８日間の講習や実技、

筆記試験、通信レポートが必要で、

受講料は一般で３万円、15歳から

18歳のユース年代では１万5,000円

の負担が必要となり、さらに、登録

料やリフレッシュ講習の受講も義務

づけられています。 

スポーツ指導者や審判の資格取得

までの費用は、受講料だけではな

く、交通費や宿泊費などの多くの負

担が伴います。資格取得のための講

習会は必ずしも地元で開催されるわ

けではなく、県外や遠方に出向く必

要があるケースも少なくありませ

ん。そのため、受講料に加えて移動

にかかる交通費、複数日にわたる場

合の宿泊費など、経済的な負担は決

して軽いものではありません。 

現在、多くの指導者が、これらの

費用を、所属するスポーツ団体やチ

ームの限られた予算から捻出した

り、場合によっては、個人の家計か

ら負担しています。特に地域スポー

ツの指導に情熱を持ち、子供たちの

ために尽力している方々の中には、

自費で資格を取得し、活動を続けて

いる方も多くいらっしゃいます。 

家計への負担が重くのしかかりな

がらも、子供たちにスポーツの楽し

さを伝えたいという思いだけで頑張

っているのが現状です。 

これまで私がサッカー指導者とし

て18年活動した中で、資格の取得費

用がきつい、厳しいといった声を多

くの指導者から聞きました。 

こうした状況が続けば、資格取得

を断念せざるを得ない人が増え、指

導者不足がさらに深刻化することが

懸念されます。部活動の地域移行が

進む中、地域でのスポーツ環境を維

持、発展させるためには、資格取得

にかかる費用負担を軽減し、指導者

が安心して資格取得し、スキルアッ

プに取り組める支援が必要です。 



今治市では、スポーツ指導者育成

支援事業費補助金などの制度が整備

され、一定の負担軽減と指導者育成

のサポートを行っていますが、新居

浜市においても、資格取得を目指す

指導者の経済的負担を支援する施策

の導入を検討するべきではないでし

ょうか。お考えをお伺いいたしま

す。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。古川市長。 

○市長（古川拓哉）（登壇） 部活

動の地域移行に伴う課題と支援につ

いてお答えいたします。 

地域移行に関する課題についてで

ございます。資格取得を目指す指導

者の経済的負担を支援する施策の導

入についてお答えいたします。 

部活動の地域移行につきまして

は、子供たちや保護者が安心して部

活動として取り組める環境、すなわ

ち、子供たちにとって最適な指導者

の確保が重要な要素であり、指導者

の資質向上と併せて取り組むべき課

題であると考えております。 

また、指導者の資格取得に係る受

講料等が経済的な負担となっている

現状につきましても、十分認識いた

しております。今後は、資格を持つ

指導者の不足が懸念される中、指導

者として必要な資格の取得等に係る

支援については、現在、教育委員会

において検討されている内容も踏ま

え、私が目指す、にいはま文化スポ

ーツクラブ（仮称）の設立と併せ検

討してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（小野辰夫） 高橋教育長。 

○教育長（高橋良光）（登壇） 地

域移行に関する課題についてお答え

いたします。 

地域移行に関する課題といたしま

しては、各競技を運営する人材の確

保や、各団体が活動できる場所の確

保、また、自校以外の活動場所へ移

動する際の生徒の安全の確保や、運

営に携わる教員と指導者の連携など

がございます。 

次に、指導者の確保についてでご

ざいます。 

地域に部活動を展開するに際しま

しては、これまで部活動が担ってき

た教育的意義を継承、発展させると

ともに、地域ならではの新たな価値

を創出することが重要でありますこ

とから、これまで指導に携わってこ

られた教職員の意向を確認の上、本

市における最適な地域展開の手法に

ついて、検討委員会に諮ってまいり

たいと考えております。 

次に、外部コーチの人数と現状に

ついてでございます。 

令和６年５月１日現在の運動部活

動外部コーチの人数は延べ37人とな

っており、各学校における部活動の

指導方針に御賛同をいただき、競技

指導に無償で御協力をいただいてお

ります。 

○議長（小野辰夫） 加藤昌延議

員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 御答

弁ありがとうございます。 

質問なんですけども、長年にわた

り外部コーチとして指導を続けられ

た方から、新しい外部コーチを迎え

たいという理由で、これまで受け取



っていた謝金がなくなった、これま

でどおり同じことをするのに不公平

感がある、もちろんお金のためにし

ているわけではないから今も続けて

いるが、扱いに差があるのは納得で

きないとお話を伺いました。外部コ

ーチには人数の枠があると思います

が、長年にわたり尽力されてきた方

と新しく指導に入られる方の間で待

遇に差が生じることは、公平性の観

点からも問題があるのではないでし

ょうか。これまで地域の部活動を支

えてくださった方々の貢献が正当に

評価されるよう、制度の見直しが必

要だと考えますが、どのようにお考

えでしょうか。 

また、指導者ライセンス取得後の

継続的な研修に対する支援について

どのようにお考えでしょうか。そし

て、補助制度が難しい場合、他の支

援策の可能性はありますか。 

仮に、補助制度の導入が難しい場

合でも、例えば、研修費用の一部を

市が負担する、もしくは資格取得に

関する情報提供を積極的に行うな

ど、できる支援策はありませんか。

お考えをお伺いいたします。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。高橋教育長。 

○教育長（高橋良光）（登壇） 加

藤議員さんの御質問にお答えをいた

します。 

外部コーチの待遇について、現

在、中学校の部活動におきまして

は、外部コーチと部活動指導員がお

ります。 

外部コーチとは、各校における部

活動の指導方針に御賛同をいただ

き、学校の許可を得て、競技指導に

無償で御協力をいただいている指導

者です。 

一方、部活動指導員は、単独で選

手の引率が可能であり、顧問が当該

部活動の経験がない場合や、初任者

の教員であるといった要件を満たす

場合に、学校側の申請により市が承

認し配置する有償の指導者でござい

ます。このことから、待遇に違いが

生じますので、御理解くださいます

ようお願いいたします。 

指導者の確保のための現状の把握

と具体的な支援についてですが、指

導者の現状把握は大変重要であると

認識しておりますことから、令和７

年度におきましては、まずは、中学

校の全教職員を対象として、地域展

開に向けて、部活動に携わる意向及

び指導を希望する競技について確認

をする予定としております。それら

の結果も踏まえて、各競技協会、地

域のスポーツ団体との協力体制等に

ついても、検討委員会に諮っていき

たいと思います。 

○議長（小野辰夫） 加藤昌延議

員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 御答

弁ありがとうございます。 

要望といたしまして、指導者は継

続的な研修が求められます。指導者

が安心して子供たちの未来のために

活動できる環境を整えるためにも、

研修受講に対する支援策をお願いい

たします。 

次の質問に移ります。２つ目、ス

ポーツ団体への支援と情報提供につ

いて。 



地域でスポーツを始めたいと思っ

ている子供や保護者の方々から、ど

こでどのようなスポーツ団体が活動

しているのか分からないという声を

多く聞きます。今治市では、市のホ

ームページにスポーツ団体の情報が

掲載され、誰でも簡単に検索できる

ようになっています。 

そこでお伺いいたします。市内の

スポーツ団体の一覧をホームページ

に掲載し、情報を充実させ、誰でも

簡単に団体の活動内容や問合せ先を

確認できるようにしてはいかがでし

ょうか。 

また、地域のスポーツ団体の活動

状況や指導者数の把握はどのように

行っていますか。 

指導者の確保の観点からも、人数

や現状把握を進めるべきではないで

しょうか。市民の方からも、どこで

どんなスポーツができるか分からな

いとの声が多く、ホームページを活

用してスポーツ団体の一覧を掲載す

るなど、より分かりやすい情報提供

を進める考えはありますか。よろし

くお願いいたします。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。守谷企画部文化スポーツ局長。 

○企画部文化スポーツ局長（守谷典

隆）（登壇） スポーツ団体への支

援と情報提供についてお答えいたし

ます。 

まず、市内のスポーツ団体の一覧

をホームページに掲載し、簡単に活

動内容や問合せ先を確認できるよう

にしてはどうかについてでございま

す。 

これまで、スポーツ団体情報のホ

ームページへの掲載につきまして

は、市と民間企業とのスポーツ振興

に関する包括連携協定により運営し

ているスポーツタウンサイトの活用

を広報しております。しかし、現状

あまり活用されておりませんので、

引き続きスポーツタウンサイトの積

極的な活用を促すとともに、市のホ

ームページにおきましても、各チー

ム等の希望を確認し、チーム情報の

周知に取り組んでまいりたいと考え

ております。 次に、地域のスポー

ツ団体の活動状況や指導者数の把握

についてでございます。 

現在、各種目協会につきまして

は、新居浜市スポーツ協会を通じ、

所属員数等の情報を共有しておりま

すが、詳細な活動状況や指導者数に

つきましては把握できておりませ

ん。しかしながら、御案内のとお

り、指導者確保の観点では非常に重

要な情報でございますので、新居浜

市スポーツ協会と連携した情報の一

元化に取り組み、ホームページ等を

活用して、より分かりやすい情報提

供に努めてまいります。 

○議長（小野辰夫） 加藤昌延議

員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 御答

弁ありがとうございます。 

質問なんですけども、長野県で

は、2024年11月から、指導可能な種

目と地域を登録する地域クラブ活動

指導者リストを作り、登録者を募ら

れています。指導者確保のために

は、まず現状把握が必要です。市と

して、地域スポーツ団体に対して指

導者数や活動状況を調査し、情報提



供を促す取組など、具体的な支援に

つなげる考えはありますか。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。守谷企画部文化スポーツ局長。 

○企画部文化スポーツ局長（守谷典

隆）（登壇） 加藤議員さんの御質

問にお答えいたします。 

スポーツ団体に対する指導者数の

調査と情報提供を促す具体的な支援

についてでございます。 

先ほど御答弁いたしましたとお

り、新居浜市スポーツ協会と連携し

て、スポーツ団体の指導者や活動状

況の情報を把握して、整理してまい

りたいと考えております。そして、

その一元化された情報につきまして

は、部活動の地域移行の協議に活用

するとともに、子供たちや保護者に

向けて、分かりやすい情報として提

供できるよう努めてまいりたいと考

えております。 

○議長（小野辰夫） 加藤昌延議

員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 前向

きな御答弁ありがとうございます。 

それでは、次の質問に移ります。 

３つ目、新居浜市のスポーツ団体

に対する補助状況についてお伺いい

たします。 

スポーツ団体は、指導者の確保や

育成、備品購入、会場使用料の負担

など、多くの課題に直面していま

す。今治市では、スポーツ団体の負

担軽減を図る支援として以下の補助

制度があります。スポーツ指導者育

成支援事業費補助金、今年度は１名

の利用がありました。スポーツ少年

団育成費補助金、今年度は24団体の

申請がありました。ジュニアスポー

ツ育成費補助金、今年度は18団体の

申請がありました。スポーツ備品購

入費補助金、令和５年度は今治バス

ケットボール協会、今治弓友会、今

治アーチェリー協会、令和６年度は

今治バスケットボール協会からの申

請がありました。 

これらの補助制度を活用すること

で、地域スポーツ環境の充実を図っ

ていますが、新居浜市におけるスポ

ーツ団体への補助制度の現状と今後

の支援方針についてお伺いいたしま

す。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。守谷企画部文化スポーツ局長。 

○企画部文化スポーツ局長（守谷典

隆）（登壇） スポーツ団体に対す

る補助の状況についてお答えいたし

ます。 

本市におけるスポーツ団体への補

助制度の現状と今後の支援方針につ

いてでございます。 

現状では、スポーツ団体に対する

直接の補助はございませんが、新居

浜市スポーツ協会育成事業を通じ

て、新居浜市スポーツ協会から各種

目協会へ活動費等の支援を行ってお

りますほか、市の支援として、市体

育施設使用料の減免や、県外チーム

を招いたスポーツ大会を本市で開催

する際の補助、全国大会、国際大会

出場時に奨励金を交付するなど、間

接的な支援に取り組んでいるところ

でございます。 

御案内の今治市の各種補助制度

は、スポーツ団体の負担軽減につな

がる有効な事業であると認識いたし



ておりますが、本市の厳しい財政状

況の中におきましては、直ちに現状

の補助制度を拡大していくことは難

しいものと考えております。 

しかしながら、部活動の地域移行

に伴うスポーツ団体の負担増大は容

易に予想され、子供たちのスポーツ

環境に支障となってはならないと考

えておりますので、スポーツ団体の

負担軽減につながる方策につきまし

ては、部活動の地域移行と併せ協議

してまいりたいと考えております。 

○議長（小野辰夫） 加藤昌延議

員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 前向

きな御答弁ありがとうございます。 

要望といたしまして、部活動の地

域移行を進めていくためには、指導

者の確保、育成や、支援制度の整

備、情報提供の充実が不可欠です。

地域移行によって子供たちがスポー

ツしやすい環境になるよう、よろし

くお願いいたします。 

 


